
かりや市議会だより 令和６年５月１日第174号 （8）

市
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
開
示
請
求
等
の
実
施
状
況

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
刈
谷
市
議
会
個
人
情
報
保
護
条

例
」
で
は
、
毎
年
度
、
こ
の
条
例
の
施
行
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

編
集
後
記

〜
か
け
は
し
〜

◆
年
度
替
わ
り
の
季
節
、
４
月
に
は

子
供
た
ち
な
ど
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

と
ま
た
一
歩
踏
み
出
し
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
新
た
な
場
で
の
御
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

◆
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度

予
算
の
様
々
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
特
別
会
計
な
ど
を
含
め
た
令
和

６
年
度
予
算
の
総
額
は
、
前
年

度
と
比
較
し
て
６
・
２
％
増
の

１
０
４
６
億
６
０
６
１
万
９
千
円
と

過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。
総
合

計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る
都
市
基
盤

「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
」
、
教
育
文
化

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
地
域
へ
の

愛
着
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
、
産
業

環
境
「
人
と
技
術
で
に
ぎ
わ
い
を
創

り
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
、

福
祉
安
心
「
支
え
合
い
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
ほ

か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針
「
持
続
的

な
ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
行
財
政
運

営
」
に
お
け
る
施
策
を
着
実
に
遂
行

し
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も

市
当
局
と
未
来
の
刈
谷
市
を
見
据
え

な
が
ら
論
議
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
お
気
軽
に

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

谷
口 

睦
生　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

認
知
症
基
本
法
に
基
づ
き
認
知
症
の
人
や
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
!!

︱
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
を
立
ち
上
げ
認
知
症
の
人
や
家
族
の
支
援
拡
充
に
つ
な
げ
る
︱

外
山 

鉱
一　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

保
育
士
が
い
つ
ま
で
も
働
き
続
け
ら
れ
る
魅
力
あ
る
園
づ
く
り
を
!!

︱
安
心
し
て
保
育
が
で
き
る
よ
う
業
務
軽
減
と
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
︱

上
田 

昌
哉　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
教
育
部
長
）

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
の
導
入
に
よ
り
子
供
た
ち
を
性
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
!!

︱
関
係
機
関
と
連
携
し
、
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
議
論
に
留
意
し
て
い
く
︱

葛
原 

祐
季　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
教
育
部
長
）

今
後
の
学
校
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
!!

︱
部
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
地
域
人
材
の
充
実
を
図
る
︱

深
谷 

英
貴　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
市
長
）

全
て
の
産
業
の
持
続
的
な
成
長
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
は
!!

︱
社
会
の
変
革
ス
ピ
ー
ド
を
見
誤
る
こ
と
な
く
市
政
運
営
を
行
う
︱

伊
藤 

愛
恵　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

先
端
技
術
を
活
用
し
、
子
育
て
・
教
育
や
市
民
生
活
の
質
の
向
上
を
!!

︱
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
実
装
に
向
け
、
企
業
と
共
に
取
組
を
推
進
す
る
︱

問　
刈
谷
放
課
後
子
育
て
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
証
実
験
に
関

す
る
評
価
と
今
後
の
計
画
は
。

答　
利
用
者
や
事
業
者
か
ら
好
意

的
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
有
料
化

な
ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
実
証
を
重
ね
、

実
装
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

問　
本
事
業
は
、
子
育
て
・
教
育

の
質
向
上
に
資
す
る
取
組
で
あ
っ
た

が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
実
現

全
体
に
関
す
る
今
後
の
展
望
は
。

答　
本
市
で
開
発
さ
れ
た
先
端
技

術
が
市
内
で
実
証
さ
れ
、
先
行
的
に

社
会
実
装
さ
れ
、
質
の
高
い
市
民
生

問　
令
和
６
年
１
月
に
施
行
さ
れ

た
認
知
症
基
本
法
の
目
的
は
。

答　
認
知
症
の
人
を
含
め
た
国
民

一
人
一
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
つ
つ
支
え
あ
い
な
が
ら
共

生
す
る
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

問　
今
後
の
市
の
認
知
症
施
策
は
。

問　
全
国
的
に
保
育
士
不
足
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
は
採
用
者
数

に
対
し
応
募
者
数
が
３
・
０
倍
と
高

い
。
そ
の
主
な
要
因
は
何
か
。

答　
育
児
休
業
や
特
別
休
暇
な
ど

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

こ
の
取
組
を
、
大
学
等
の
訪
問
時
に

説
明
す
る
こ
と
で
多
く
の
応
募
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問　
日
本
に
お
け
る
日
本
版
Ｄ
Ｂ

Ｓ
導
入
の
機
運
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
有

識
者
会
議
に
お
い
て
導
入
に
向
け
た

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
児
童
生
徒
が
性
犯
罪
被
害
を

受
け
た
場
合
の
心
の
ケ
ア
は
ど
う
か
。

答　
万
が
一
の
場
合
、
警
察
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
適
切
に
対
応

す
る
。
学
校
で
は
、
被
害
を
受
け
た

児
童
生
徒
の
状
況
や
心
の
状
態
に
配

慮
し
た
上
で
、
教
職
員
と
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
が
連
携
し
児
童
生

問　
小
学
校
部
活
動
終
了
の
方
針

は
、
将
来
的
な
中
学
校
の
部
活
動
の

在
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
連
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
将
来
像
に
向
け

た
段
階
的
な
措
置
で
あ
っ
た
の
か
。

答　
刈
谷
市
独
自
の
小
学
校
部
活

動
は
、
国
の
提
言
に
よ
り
見
直
し
、

令
和
８
年
度
末
ま
で
に
終
了
を
予
定

し
て
い
る
が
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

当
面
、
学
校
部
活
動
の
形
を
維
持
し

な
が
ら
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
今
後
の
部
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
市
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

問　
円
安
や
少
子
化
、
自
動
車
業

界
の
変
革
期
等
の
課
題
が
山
積
み
し

て
お
り
、
産
業
分
野
で
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
が
大
き

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
が
、
令
和
６

年
度
に
か
け
る
市
長
の
思
い
は
。

答　
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
と

人
材
の
育
成
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

る
。
子
供
た
ち
に
も
の
づ
く
り
へ
の

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施

し
て
い
る
「
Ｃ
ｏ
Ｄ
ｏ
も
の
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
未
来
創
造

た
ま
ご
塾
」
の
取
組
を
進
め
な
が
ら
、

新
た
に
市
内
の
中
小
企
業
向
け
に
ス

活
と
ま
ち
の
魅
力
向
上
、
そ
し
て
皆

さ
ん
に
選
ば
れ
る
都
市
に
な
っ
て
い

く
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
民
間
企
業

と
共
創
し
て
推
進
し
て
い
く
。

答　
本
市
の
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
で
は「
認

知
症
施
策
の
充
実
」
を
基
本
目
標
に

し
、
認
知
症
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

を
受
講
し
た
人
を
中
心
と
し
た
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
を
立
ち
上
げ
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
具
体
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
。

問　
保
育
士
が
退
職
す
る
一
般
的

な
理
由
と
し
て
、
給
与
が
安
い
、
仕

事
が
多
い
、
責
任
が
重
い
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答　
給
与
は
一
般
行
政
職
と
同
じ

給
与
体
系
で
、
私
立
保
育
所
に
は
補

助
を
行
い
同
水
準
支
給
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

保
育
士
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

徒
や
保
護
者
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
る
。

問　
性
被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め

の
条
例
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
国
で
の

議
論
の
状
況
に
留
意
し
て
い
く
。

■
議
員
研
修
会
を
実
施

（
２
月
１
日
）

【
講
師
】

　

弁
護
士　

帖
佐　

直
美　

氏

【
テ
ー
マ
】

　

議
員
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

研
修
会
で
は
、
議
員
が
公
の
場

所
で
発
言
す
る
場
合
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
す
る
場

合
の
注
意
点
に
つ
い
て
根
拠
法
令

を
交
え
な
が
ら
御
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

現
代
社
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
情

報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は

誤
っ
た
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
危

険
性
も
あ
る
た
め
、
情
報
を
引
用

し
て
発
信
す
る
場
合
に
は
、
安
易

に
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
内
容
が
真
実
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
確
認
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

議
会
の
信
頼
は
議
員
一
人
一
人

の
良
識
あ
る
対
応
と
節
度
あ
る
行

動
に
よ
り
保
た
れ
る
も
の
で
す
。

市
民
か
ら
誤
解
や
疑
念
を
招
く
こ

と
が
な
い
よ
う
、
今
回
の
研
修
を

通
じ
て
学
ん
だ
内
容
を
肝
に
銘
じ
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
部
活
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
各

中
学
校
の
部
活
動
の
実
態
に
応
じ
て
、

地
域
人
材
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
移
行
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
連
携
の
場

を
提
供
す
る
等
、
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

各校の実態に応じた
地域人材の充実を図る

ものづくりへの興味を持ってもらい
次代を担う人材の育成を図る

子供たちが安心できる
環境の整備を

先端技術を活用した
魅力的なまちづくりを

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス


